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【「情報の時間」のカリキュラムの方向性】
・資質・能力の育成を図る
（端末を使うことそのものが目的ではない）

・年間３５時間（１年生は３４時間） 
・小１〜中３まで連続した教育課程を作成
・情報の時間と各教科を往還し、何度も活用できる

ようにする

１ｰ２「情報の時間」検討における課題
今でもさまざまな学習
場面で身に付けること
になっているけれど…

バラバラでわかりにくい
系統性が見えにくい

５年生 社会科
各教科で教え直したり
先生の得意不得意に左
右されやすかったり…
無駄が多かった

５年生 国語科
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令和 7年５月１２日
教育課程企画特別部会
資 料 １ － ２ よ り
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１ｰ３ 研究開発学校 研究構造図

情報の時間

生涯にわたって自ら学びを進めていくことができる児童・生徒の育成

学習の基盤となる資質・能力

教 科 横 断 的 な 視 点 体 系 的・系 統 的 な 育 成 指 導 体 制 の 確 立

情 報 活 用 能 力 の 育 成

情報手段の基本的な操作等

クラウド環境下での
一人一台端末フル活用

言

語

能

力

問
題
発
見
・
解
決
能
力

補充・深化・統合

各教科等の学習や学校生活のあらゆる問題解決的な場面で発揮
  （これからの時代に向けて育成を目指す資質・能力）

情報社会に参画する態度（情報モラル等）

情報手段の基本的な操作等

課題の
設定

情報の
収集

整理・
分析

まとめ 発表
情報
科学

プログ
ラミング

問題解決の基礎 情報の技術

令和 7年５月１２日
教育課程企画特別部会
資 料 １ － ２ よ り
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2  カリキュラムとして整理･系統立てた「情報の時間」
持続可能な取り組みにするためには、これまでの取組において各教科に共通し
ていることを系統立てて整理し、まとまった時間を設けて指導することが必要と
考え、研究開発学校の指定を受け、「情報の時間」カリキュラムを作成

探究

操作 課題 収集 データ分析 思考
まとめて表現 視
覚/聴覚

まとめて表現 こ
とば

チャット入力発信
受信 定義づける 写真の見方 読む 比較

大事な情報を目
立たせる ～だから（理由）

カレンダー予定
入力・確認 目的の明確化 地図の見方 構成要素 比較する 多面的多角的

色使い（色彩感
覚） ～のため（目的）

フォームの作成 問い 音の聞き方 構成要素 入力する 抽象化
音（効果音・ＢＧ
Ｍ） 結論から話す

文字入力 ＫＪ法 動画の見方 構成要素 グラフ化する 具体化
コピー（文字の
意） ～の面でいうと

式の挿入 直感的問い 統計資料の見方
グラフの種類 軸
（縦・横）

目的からぶれな
い 事実と意見 形（丸み、かど）

～の立場でいう
と

画像の挿入 文章読解

音声化 まとまり ト
ピックセンテンス
資料とつなぐ 平均化する 原因と結果 映像 つまり

問題を発見する 話の聞き方 ペーシング 質問 並べ替える 言い換え 例えば

動画の撮影操作

教師の発問が問
いのモデル ヒ
ドゥン

webサイトの見
方 ツリー 散らばり 構造化 第１に

動画の編集操作 ブレスト ログの収集 偏り ifの思考
みんなを見て話
す

コピー 議論から浮かぶ アンケート トップ 要約 つまり
うなずきながら聞
く

ペースト 探究中に浮かぶ 検索ワード ボトム マインドマップ 定義づける
目的の情報にた
どり着く わくわく 英語 傾斜 軸のセット 出典

①これまでの指導の取組を調査し、その内容を整理

令和 7年５月１２日
教育課程企画特別部会
資 料 １ － ２ よ り
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月 週

情報社会に参
画する態度
（情報モラル
等）

情報手段
の基本的
な操作

問題解決
の基礎等

情報の
技術

単元名・活動

1

引用・出典・
著作権

動画の視聴 課題の設定
情報の収集

動画共有
サイト

2
情報の収集
整理・分析

3 描画 まとめ

4
アンケート・
スクリーン
ショット

まとめ

5 整理・分析

6 著作権・
炎上

説明・発表

7

振り返り

5月

小学6年 情報の時間

4月

１「ピクトグラムを活用して、校内の施設について１
年生に伝えよう」
目：目的や意図に合わせて、校内の施設についてわ
かりやすく伝えることができる
①課題を知り、ピクトグラムについての動画を見る。
②紹介する特別教室を決め、特徴を書き出す。
③～⑥特徴や思いを踏まえて、ピクトグラムを作成す
る。
⑦実際に小学１年生に見てもらい、アンケートを実施
する。
⑧著作権を意識して、他者のピクトグラムを紹介する
活動を行う。
⑨「炎上」してしまう恐れがあるような、他者の作品
の紹介の仕方を考える。（盗用・著作権的な意味
で）
⑩本単元の振り返りをする。
＠（授業実践レポート）

2  カリキュラムとして整理･系統立てた「情報の時間」
③ 個別の情報技術を活用するスキルを一つ一つ教えて終わるのではなく、活用・実践するこ

とまでを含めた授業が行われるよう単元を構成し配列
また、単元を通して解決する課題を設定し、児童生徒が問題解決的な学習を経験すること

を意図して編成

育成する情報活用能力 活動内容

令和 7年５月１２日
教育課程企画特別部会
資 料 １ － ２ よ り
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小学６年

		小学6年				情報の時間

		月		週		情報社会に参画する態度（情報モラル等）		情報手段の基本的な操作		問題解決の基礎等		備考		情報の
技術		単元名・活動		繰り返し経験させること		教材・スライド		備考		やったこと

		4月		1		引用・出典・著作権		動画の視聴		課題の設定
情報の収集		目的「5W1H」
メディア特性
ピクトグラム		動画共有
サイト		１「ピクトグラムを活用して、校内の施設について１年生に伝えよう」
目：目的や意図に合わせて、校内の施設についてわかりやすく伝えることができる
①課題を知り、ピクトグラムについての動画を見る。
②紹介する特別教室を決め、特徴を書き出す。
③～⑥特徴や思いを踏まえて、ピクトグラムを作成する。
⑦実際に小学１年生に見てもらい、アンケートを実施する。
⑧著作権を意識して、他者のピクトグラムを紹介する活動を行う。
⑨「炎上」してしまう恐れがあるような、他者の作品の紹介の仕方を考える。（盗用・著作権的な意味で）
⑩本単元の振り返りをする。
＠（授業実践レポート）		情報モラルの指導：著作権について

情報モラルの指導：炎上について		ピクトグラム　作品		研究開発フォーマット

				2						情報の収集
整理・分析		分類・多面的

				3				描画		まとめ		多面的・多角的

		5月		4				アンケート・
スクリーンショット		まとめ		多面的・多角的

				5						整理・分析		多面的・多角的

				6		著作権・
炎上				説明・発表		概要・内容・要点

				7						振り返り		多面的



		6月		8						課題の設定
情報の収集		目的
5W1H
メディア特性				２「デザインアプリを活用して、保護者会の案内状を作成しよう」
目：案内状というメディアの特性をふまえ、目的や意図に合わせて、案内状を作成することができる
①課題とゴールを知り、案内状について調べる。
②目的や意図に応じた案内状の構成をまとめる。
③グループで案内状に必要な情報を決め、集める。
④グループで案内状を作成する。
⑤案内状を相互評価する。
⑥振り返りの仕方を知り、本単元の学習を振り返る。
＠（授業実践レポート）		情報モラルの指導：著作権について

情報モラルの指導：引用・出典について		野外造形展のお知らせを作ろう➁		研究開発フォーマット

				9				検索
付箋紙アプリ		情報の収集
整理・分析		箇条書き
レイアウト
比較

				10		引用・出典・著作権				整理・分析
まとめ		話題の中心

				11				ドキュメント		説明・発表		見出し・図表・文字サイズ

		7月		12		引用・出典・著作権				相互評価		見出し・図表・文字サイズ

				13						振り返り		学習内容・学習方法

		9月		14				インタビュー		課題設定
学習の計画		自他の経験との比較				３「集めたデータを活用して、自分の生活を整えるマイルールをつくり、分かりやすく伝えよう」
目：実際のデータをもとにした問題解決の手順を説明できる
①課題を知り、自分達の生活を振り返り、学習計画を立てる。
②国の調査等のデータを読み解く。
③ChatGPT等のAIチャットサービスで、日本の子どもたちの学習についての情報を集める。
④データ読み取りの結果や、自分たちの経験との比較を通して、調査項目を決める。
⑤アンケートを作成し、実施する。
⑥アンケート結果の分析を行い、考えを構造化する。
⑦アンケート結果の分析を行い、考えを構造化する。
⑧考えを交流する。
⑨得られた結果からマイルールを説明するスライドを作成する。
⑩マイルールを適用するためのツールの使い方を知る。
⑪マイルールを適用した結果を振り返り、修正する。
⑫本単元の振り返りとして、マイルールを作り、適用し、修正する活動を通した自分の変化をレポートにまとめる。
⑬レポートをAIチャットサービスで修正し、AIサービスとの付き合い方について話し合う。
⑭振り返りを交流する。		情報モラルの指導：著作権について

情報モラルの指導：引用・出典について

情報モラルの指導：個人情報について				研究開発フォーマット

				15		引用・出典・著作権				情報の収集		e-Stat

				16		引用・出典・著作権				情報の収集		AIチャット
データと経験との比較		AIチャット

				17		個人情報		アンケート		情報の収集
整理・分析		送り手の意図

		10月		18				表計算		情報の収集		構造化・比較		ビッグデータ

				19				表計算		整理・分析		関数
代表値

				20						整理・分析

				21						まとめ		焦点化

		11月		22						説明・発表		焦点化・比較

				23				カレンダー・Chat・メモ・ToDo・表計算		情報の収集		目的に応じた手段の選択

				24				カレンダー・Chat・メモ・ToDo・表計算		整理・分析		比較

				25				カレンダー・Chat・メモ・ToDo・表計算		整理・分析
まとめ		計画や記録の共同編集

		12月		26				プレゼンテーション		まとめ		過程と変容		AIチャット

				27						説明・発表
振り返り		過程と変容
比較

		1月		28				MESH		課題の設定
情報の収集		箇条書き		IoT
各種センサー		４「これまでに学んだことを活用して、身の回りの生活をよりよくしよう」
目：相手や目的に応じて、どのような機器を活用して、どのような身の回りの課題を解決したのかを説明することができる
①課題「これからの社会について提案しよう（例）」を知り、プログラミングによる課題解決の事例集から情報を集める。
②事例同士を比較し、特徴をまとめる。
③活用するツールを決め、よりよくしたい身の回りの生活を決める。
④課題解決のためにプログラムを作成する。
※プログラミングツールの持ち帰り
　授業外：家庭で実際に活用する、その動画を撮影
⑤実際に家庭で活用した結果を受けて、プログラムを修正したり、スライドに報告をまとめたりする。
※授業外：家庭で実際に活用する、その動画を撮影
⑥実際に家庭で活用した結果を受けて、プログラムを修正したり、スライドに報告をまとめたりする。
※授業外：家庭で実際に活用する、その動画を撮影
⑦成果をまとめたスライドを作成し、交流する。
⑧本単元での学びを振り返る。

⇩変更

４「プログラミングで身の回りの生活をよりよくしよう」
目：どのような機能で、身の回りの生活のどのような課題を解決するのかを説明することができる。
①MESHの使い方を知り、プログラムの作り方を話し合う。
②プログラムを修正して、効率よく明かりをつけるプログラムを話し合う。
③MESHでできる『学校生活』で役立ちそうなことを情報収集する。
④課題解決のためにプログラムを作成する。 
⑤課題解決のためにプログラムを作成する。 
⑥学校内でプログラムを実行する（part1）
⑦学校内でプログラムを実行する（part2）
授業外（１週間）：学校内で実際に活用する。その動画を撮影する。 
⑧学校内で実際に活用した結果を受けて、感想や改善点をまとめる。 
⑨スライドを作成し、他者と交流し、本単元での学びを振り返る。		情報モラルの指導：著作権・肖像権について

情報モラルの指導：引用・出典について				研究開発フォーマット

				29		引用・出典・著作権				整理・分析		分類
比較

		2月		30						まとめ		自他の経験との比較

				31						情報の収集
整理・分析
まとめ		順次・分岐・反復
忠実・独創・明快・効率

				32		肖像権		動画の撮影		情報の収集
整理・分析
まとめ		忠実・独創・明快・効率

				33				動画撮影・編集		情報の収集
整理・分析
まとめ		忠実・独創・明快・効率

		3月		34				プレゼンテーション		まとめ
説明・発表
整理・分析		比較

				35						振り返り		学習内容
学習方法



https://drive.google.com/drive/folders/1VhQVDyMZQoITPnJwX4lLKikLBHaa_NKOhttps://docs.google.com/spreadsheets/d/106Xkfn3D_IN6Kq51pKnaWa_56c44kwWRkmklQhis9yI/edithttps://drive.google.com/drive/folders/1XnA6agesCzePiYIseIrZ_TaoOZYsm2sVdwLSYjyMU1Mp96_VUr7WLCN20r8AIgx1936M8VAhhttps://docs.google.com/spreadsheets/d/106Xkfn3D_IN6Kq51pKnaWa_56c44kwWRkmklQhis9yI/edithttps://docs.google.com/spreadsheets/d/106Xkfn3D_IN6Kq51pKnaWa_56c44kwWRkmklQhis9yI/edithttps://docs.google.com/spreadsheets/d/106Xkfn3D_IN6Kq51pKnaWa_56c44kwWRkmklQhis9yI/edit



情報の時間「グラフや表に表そう」では、グラフ自動生成ツールを活用し、児童がデータの整理・可視化を探
究的に学んだ。その学びを算数「表とグラフ」に活かし、作図に苦手意識のある児童もデジタルの活用で負担
が軽減。情報の見せ方や伝え方を工夫する姿が見られ、教科横断的な学びの深まりにつながった。さらに、こ
の学びが情報の時間「学校で安全に生活しよう」での説明スライドのグラフ作成に活かされた。

2  カリキュラムとして整理･系統立てた「情報の時間」
育成している情報活用能力と各教科の単元との関係

情報の時間

算数

情報の時間（3年生）
「グラフや表に表そう」

情報の時間（3年生）
「学校で安全に生活しよう」

令 和 7 年 ５ 月 １ ２ 日
教育課程企画特別部会
資 料 １ － ２ よ り
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2  カリキュラムとして整理･系統立てた「情報の時間」
②重複をなくし、無駄なく学ぶために、学ぶ順序や時期、回数などに気をつけて整理し、学

年を上がるにつれて順に深まっていくように系統性を意識し作成

※

分類 項目 低学年 中学年 高学年 中学校

情
報
手
段
の
基
本
的
な
操
作
等

入
力

様々な手段(手書き入力等)で
入力をする

正確にローマ字入力をする
速く正確にローマ字入力をす
る

必要な入力操作を身体的に
行うことができる

ア
プ
リ

オンラインツールを体験する
主要アプリケーションを活用す
る

主要アプリケーションを効果
的に活用する
連絡・情報共有アプリを活用
する

オンラインツールを目的に合
わせて自由自在に活用する

共
同
編
集

共同編集を体験する
共同編集で作品をつくる
データを共有する
（classroom以外）

コメント機能を効果的に使い
作品をつくる方法を選択して
データを共有する（権限設
定）

共同編集の仕組みを理解し、
互いに学習の過程を参照しな
がら学習を進める

基
礎
操
作

起動やログイン等基礎的な操
作をする（タッチパッド操作、
タッチ操作、カメラ）

設定やアクセシビリティを理解
する
（明るさ、ショートカット、スク
ショ）

設定を工夫して活用する
（２画面・タブの整理）
動画や画像の編集

自身の特性に合った設定をし
て活用する

問
題
解
決
の
基
礎
等

課
題
の
設
定

教師が提示した複数の課題
から自分の課題を選択する

教師が提示した大きな課題を
もとに自分の課題を設定する

＜中核となる方法＞
・予想の検討

疑問や興味・関心に基づいて、
自ら課題を設定する

＜中核となる方法＞
・課題の共有

事物・事象、日常の中から問
題を見出し、解決可能な課題
を設定する
＜中核となる方法＞
・KJ法、ブレーンストーミング
法
・仮説の設定

情
報
の
収
集

教師が与えた資料から情報を
収集する

教師が示した複数の方法から
選択して情報を収集する

目的を踏まえ、方法を選択し
たり組み合わせたりして情報
を収集する

目的を踏まえ、情報収集の計
画を立てた上で複数のメディ
アから情報を収集する

伝えるために必要な事柄を集
める

目的に合った情報を収集する
情報の信頼性や妥当性を吟
味し、適切に情報を収集する

より効果的・効率的に情報収
集をする

※系統表の抜粋。全体では情報手段の基本的な操作等、問題解決の基礎等（課題設定、情報収集、
整理・分析、まとめ、発表） 、情報社会に参画する態度、情報技術について整理している。

令和 7年５月１２日
教育課程企画特別部会
資 料 １ － ２ よ り
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2  カリキュラムとして整理･系統立てた「情報の時間」

「情報の時間」における
情報活用能力の育成

総合的な学習の時間

各教科の学習 授業以外の場面

「情報の時間」では、単元を通して解決する課題を設定し、児童生徒が問題解決的な学習を経験する
中で、情報活用能力が育成される。総合的な学習の時間での探究活動では、課題設定、情報収集、
分析、まとめ、発表といった各プロセスで情報活用能力が効果的に活かされる。
各教科の学習はもちろんのこと、授業以外の様々な場面でも、主体的に学んだり、活動したりするため
の基盤になる。

探究的な学習過程の基盤

令 和 7 年 ５ 月 １ ２ 日
教育課程企画特別部会
資 料 １ － ２ よ り
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［出典]：令和６年度研究開発実施報告書
愛知県春日井市立出川小学校
情報の時間 教育課程 2024年11月(暫定版)

※R7年度の年間指導計画であり、現在は今後のための見直しを進めている。
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宮城教育大学附属小学校の取組 文部科学省研究開発学校（令和５年度～８年度）
2025.5.12. 教育課程企画特別部会参考資料

小学校での情報活用能力の育成には、発達の段階に応じた指導内容が不明瞭である、急速にデジ
タル技術が進展する社会に対応するための内容が不十分である、といった課題があると考える。
そこで、情報技術や情報社会に注目して内容を編成した新教科「小学校情報科」を設定し、その
学びの充実を図る教育課程の開発を試みた。

●「小学校情報科」の目標と内容
【目標】情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報や情報技術などを用いて問題の発見・解決
などを行う実践的・体験的な活動を通して、情報を科学的に理解し、よりよく活用したり情報社会に参
画したりするための資質・能力の基礎を育成することを目指す。
【内容】

「小学校情報科」内容領域 領域ごとの指導事項（令和６年８月版）

A
コンピュータ
を活用した
問題解決

端末を活用した情報
の収集・整理・分析
の方法やプログラミ
ングによる問題解決
について取り扱う。

・課題や目的に応じた情報手段の適切な活用
・データの種類、構造や特性
・自分の意図したことをコンピュータで実現するために手順の分解や

表現・構造化をすること

・目的や条件に応じた最適な手順の組み合わせ
・センサを用いた簡単な計測と制御
・目的に応じた適切なメディアの変換・編集・選択
・情報を伝える上で、分かりやすく効率よく伝えるための理論とその方法 等

B
情報技術の
仕組み

情報技術についての
基礎的な仕組みにつ
いて取り扱う。

・入出力装置などのハードウェアと、アプリケーションやOS などの
ソフトウェアが一体となってコンピュータが構成されていること

・コンピュータは相互に接続されデータを送受信することにより、
単体で使うよりも大きな力を発揮すること

・通信の安全を実現するセキュリティ技術の存在とその考え方
・アナログとデジタルの概念 等

C
情報社会との
かかわり

情報社会を構成する
一員としての行動と
その影響について取
り扱う。

・生活や社会におけるコンピュータ適用の有効性や可能性、そのメリットと
デメリット、リスク

・持続可能な情報社会のあり方 等

学習の基盤と
しての寄与が
大きい領域

教科ならでは
の学びが
色濃く

表れる領域

●研究の経緯

20

令 和 7 年 ５ 月 １ ２ 日
教育課程企画特別部会
参 考 資 料 １ － １ よ り



２年「どうつながっているのかな」
インターネットにつながりやすい場所を調べたり、
クラウドで遊んだりしてコンピュータ同士のつなが
りに体験的に気付く

情報や情報技術についての科学的な理解を積み重ねるカリキュラム

「Ｂ情報技術の仕組み」を通して科学的な理解を積み重ねることで
● 実現したい問題解決が多様化・高度化し、それを支えるプログラムを構築しようとする
● コンピュータ活用による問題解決意欲や、情報社会における責任ある態度が向上する

高学年
生かす・理解する

低学年
遊ぶ・気付く

中学年
使う・捉える

１年「えをうごかそう」
プログラミングの基本要素（順次・
反復）や、コンピュータの特性（自
動性・正確性・高速性）を実践的に
学ぶ

４年「よりよく動かそう」
ロボットを使ったコンテストを通して、ハードウェ
アとソフトウェアに着目し問題解決に向かう

５年「インタラクティブアート」
音や動きに反応して光るアート作品の制作を通して、
センサの特性やプログラムとの関係を学ぶ

６年「ＡＩって何だろう」
画像認識AIによるプログラミングや、生成ＡＩの
体験を通じて、ＡＩの仕組みや特徴を理解する

「小学校情報科」
の単元例

「小学校情報科」の学びに関する児童の声
●プログラムやコンピュータの働きに関するもの
「プログラミングでは命令した通りにミスなく動く」
「人間ができない速さで何回も繰り返せる」

●情報技術の仕組みと自身の行動を結び付けたもの
「インターネットは、いろいろな場所や人とつながっているからこそ、
どのように行動すればよいか分かった」

「ロボットが思い通りに動かなかったときにどこが悪いのかということを調べて
改良する力が大切」

●身の回りのコンピュータへの視点の広がりを自覚したもの
「身の回りのもの（自動ドアなど）を見て、どのような仕組みなのかを考える
ようになった」

育成された デジタル化社会で生きる資質・能力の例

・作品や情報の権利を尊重しようとする
・コンピュータやプログラムを、問題解決に生かそうとする
・身の回りの情報技術へ適用して考える
・プログラムやコンピュータの働きを人と比較して捉える

実践的・体験的な活動を
通して知識・技能や概念

を獲得できるよう
探究的な単元構成を展開
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令 和 7 年 ５ 月 １ ２ 日
教育課程企画特別部会
参 考 資 料 １ － １ よ り



６年「ＡＩってなんだろう」
生成ＡＩの仕組みや特徴を探りながら、
新しいテクノロジーとどのように関わっ
ていくかを考える

３年「学習ゲームで遊ぼう」
高学年が作った学習ゲームで遊び、
コンテンツの制作者の存在を捉えて
著作権について考えたり、建設的な
フィードバックを行う社会的な価値
を考える

５年「考えようスクリーンタイム」
自身のICT機器の使い方や使用時間を
可視化しながら、健康との関連を理
解してよりよい付き合い方を考える

クラウドやサーバに関する
体験的な気付きを想起しながら、
アカウントとクラウドのつなが
りや、アカウントを
守る必要性を捉えた

情報や情報技術についての科学的な理解を積み重ねる効果と探究的な学びの充実

４年「検索の仕組み」
検索の方法やウェブサイトの読み
方に加え、インターネット上の情
報の特性等を学ぶ

６年「卒業制作」
これまでの学びを生かして、身近な問題解決を行う

３年「アカウントって何だろう」
アカウントの取り扱いやクラ
ウド上での操作を体験し、そ
の仕組みを理解した上での安
全な取扱いを考える

「Ｂ情報技術の仕組み」を学ぶことで、
❶ Ａコンピュータを活用した問題解決や、Ｃ情報社会とのかかわりについての学びが充実
❷ 探究のプロセスを個別・協働でスムーズに回したり、質を向上させたりすることにつながる

育成された 教科を問わず探究的な学びを支える基盤となる資質・能力

・目的に応じてコンピュータの活用を検討し、調査方法や表現を柔軟に選択する
・効率的に情報を収集し、再構成したり相手に応じて伝え方を工夫したりする
・情報セキュリティの必要性を自覚し、自他の安全を守ろうとする
・相互参照しながら学びを確かめたり、履歴を残したりしながら学習を調整する

「使い続けたくなる仕組み」プ
ログラムの働きによって実現さ
れていることを理解し、自分の
経験と関連付けて
考えた

内容領域Ｂを学んだことで
発揮された子供の姿の例

☞今後の研究の方向性
・「小学校情報科」の指導事項を精査し、
各教科等とのつながりを整理

・中学校との円滑で効果的な接続について
検討

つながったコンピュータの中に
ない情報は検索できないことや、同
じ文字を見つけて素早く情報を取り
出せることを捉えた

センサの特性やAIの特徴を基に
方法を選択したり、センサに関する
閾値やAIのモデルを調整しながら問
題解決に取り組んだ

問題を解決できるよう、ハード
ウェアとソフトウェア（プログラ
ム）の両面について工夫・改善を
行った

制作者が意図する動きをプロ
グラムによって実現している
ことを捉え、制作物を尊重し
ようとする思いを表現した

生成ＡＩの回答に対して、ＡＩが
モデルを基に判断していることを想
起し、検索との使い分けや、生成内
容を確認するの必要性を理解した
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令 和 7 年 ５ 月 １ ２ 日
教育課程企画特別部会
参 考 資 料 １ － １ よ り
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［出典]：宮教育大学附属小学校 令和６年度研究開発・小学校情報科の概要
小学校情報科 年間指導計画（11月公開）



以下、宮教の年間指
導計画を添付
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以下、宮教の年間指
導計画を添付
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以下、宮教の年間指
導計画を添付
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以下、宮教の年間指
導計画を添付
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以下、宮教の年間指
導計画を添付
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